
JP  6830010  B2  2021.2.17

(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　路面に生じた段差を解消するための路面段差解消材であって、

　底面部と前記底面部に対して所定の角度で傾斜する傾斜上面部とを少なくとも備える発

泡樹脂製の基礎ブロックと、前記基礎ブロックの傾斜上面部の上に設けられる荷重分散材

と、前記基礎ブロックの傾斜上面部の傾斜方向に沿う適数本の補強部材と、を備え、前記

荷重分散材は前記補強部材を前記基礎ブロックの傾斜上面部に設置した状態で前記基礎ブ

ロックに設けられていることを特徴とする路面段差解消材。

【請求項２】

　請求項１に記載の路面段差解消材であって、全体が前記傾斜上面部の傾斜方向で２つ以

上の分割路面段差解消材に分割されており、各分割路面段差解消材は連結機構によって接

合されていることを特徴とする路面段差解消材。

【請求項３】

　請求項１または２に記載の路面段差解消材であって、前記荷重分散材はその低位側先端

部に先端部保護部材を備えることを特徴とする路面段差解消材。

【請求項４】

　請求項１～３のいずれか一項に記載の路面段差解消材であって、前記基礎ブロックの側

面には切欠き部が形成されていることを特徴とする路面段差解消材。

【請求項５】

　請求項１～４のいずれか一項に記載の路面段差解消材であって、前記傾斜上面部が前記
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底 面 部 と な す 角 度 が 、 １ ～ １ ０ 度 の 範 囲 で あ る こ と を 特 徴 と す る 路 面 段 差 解 消 材 。

【 請 求 項 ６ 】

　 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 路 面 段 差 解 消 材 で あ っ て 、 前 記 基 礎 ブ ロ ッ ク は 、

発 泡 倍 率 が １ ５ 倍 ～ ３ ０ 倍 の 発 泡 ポ リ ス チ レ ン で あ る こ と を 特 徴 と す る 路 面 段 差 解 消 材 。

【 請 求 項 ７ 】

　 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 路 面 段 差 解 消 材 で あ っ て 、 前 記 荷 重 分 散 材 は 板 状

体 で あ り 、 そ の 裏 面 に は 前 記 補 強 部 材 を 備 え 、 前 記 補 強 部 材 を 前 記 基 礎 ブ ロ ッ ク の 傾 斜 上

面 部 に 設 置 し た 状 態 で 前 記 基 礎 ブ ロ ッ ク に 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 路 面 段 差 解 消

材 。

【 請 求 項 ８ 】

　 路 面 に 生 じ た 段 差 部 に 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 路 面 段 差 解 消 材 を 配 置 し て

段 差 部 の 高 位 部 と 低 位 部 と を 斜 面 で 接 続 す る こ と を 特 徴 と す る 路 面 段 差 解 消 方 法 。

【 請 求 項 ９ 】

　 請 求 項 ８ に 記 載 の 路 面 段 差 解 消 方 法 で あ っ て 、 段 差 部 に 配 置 し た 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ

か 一 項 に 記 載 の 路 面 段 差 解 消 材 の 傾 斜 上 位 側 端 面 と 該 段 差 部 の 上 位 側 端 面 と の 間 に 土 の う

を 補 充 す る 作 業 を さ ら に 行 う こ と を 特 徴 と す る 路 面 段 差 解 消 方 法 。

【 請 求 項 １ ０ 】

　 請 求 項 ９ に 記 載 の 路 面 段 差 解 消 方 法 で あ っ て 、 補 充 し た 土 の う の 上 を 少 な く と も 覆 う よ

う に ゴ ム マ ッ ト を 配 置 す る 作 業 を さ ら に 行 う こ と を 特 徴 と す る 路 面 段 差 解 消 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 道 路 の 路 面 に 生 じ た 段 差 を 解 消 す る た め の 路 面 段 差 解 消 材 お よ び 路 面 段 差 解

消 方 法 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 震 災 等 の 自 然 災 害 に よ り 、 通 常 は 連 続 し た 平 坦 面 で あ る 道 路 面 に 段 差 が 生 じ る こ と が あ

る 。 段 差 が 生 じ る と 車 両 の 通 行 が 困 難 と な り 、 災 害 復 旧 等 の 諸 作 業 に 遅 れ が 生 じ る の で 、

生 じ た 段 差 を 緊 急 か つ 容 易 に 解 消 す る こ と が 求 め ら れ る 。 現 在 、 路 面 に 生 じ た 段 差 を 解 消

す る 作 業 は 、 主 に 、 段 差 部 に 多 数 個 の 土 の う を 配 置 す る こ と で 行 わ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 建 設 現 場 や 製 造 現 場 等 の 作 業 区 域 に 設 け ら れ た 段 差 部 分 を 、 台 車 を 押 し て 通 過 で き る よ

う に す る た め の 仮 設 ス ロ ー プ が 、 特 許 文 献 １ に よ り 提 案 さ れ て い る 。 提 案 さ れ て い る 仮 設

ス ロ ー プ は 、 低 床 部 と 高 床 部 と の 間 の 段 差 部 に 、 硬 質 ゴ ム や 硬 質 プ ラ ス チ ッ ク 等 の 樹 脂 材

料 に よ り 形 成 し た 傾 斜 角 を 有 す る 傾 斜 面 を 備 え た 傾 斜 ブ ロ ッ ク と 矩 形 ブ ロ ッ ク と を 適 宜 組

み 合 わ せ て 配 置 す る こ と で 構 成 さ れ る 。 隣 接 し て 配 置 さ れ る ブ ロ ッ ク 間 に 連 結 機 構 を 備 え

る こ と で 、 配 置 形 態 を 安 定 化 さ せ て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 特 許 文 献 ２ に は 、 鉄 道 レ ー ル が 敷 設 さ れ た 領 域 に 合 成 樹 脂 発 泡 体 ブ ロ ッ ク を 積 み 上 げ て

形 成 さ れ る 鉄 道 工 事 用 仮 設 道 路 が 記 載 さ れ て い る 。 こ の 鉄 道 工 事 用 仮 設 道 路 は 、 鉄 道 レ ー

ル 間 に 設 置 し た 第 １ の 合 成 樹 脂 発 泡 体 ブ ロ ッ ク と 、 鉄 道 レ ー ル 間 外 側 に 設 置 し た 第 ２ の 合

成 樹 脂 発 泡 体 ブ ロ ッ ク と 、 第 １ と 第 ２ の 合 成 樹 脂 発 泡 体 ブ ロ ッ ク の 上 に 設 置 し た 第 ３ の 合

成 樹 脂 発 泡 体 ブ ロ ッ ク と 、 設 置 し た 第 ３ の 合 成 樹 脂 発 泡 体 ブ ロ ッ ク の 上 面 に お け る 少 な く

と も 重 機 が 通 る 箇 所 に 設 置 さ れ た 補 強 板 と で 構 成 さ れ る 。 前 記 鉄 道 工 事 用 仮 設 道 路 の 一 形

態 で は 、 道 路 面 か ら ホ ー ム の 上 面 ま で 連 続 し た 斜 面 が 形 成 さ れ る よ う に 、 前 記 第 ３ の 合 成

樹 脂 発 泡 体 ブ ロ ッ ク と し て 、 上 面 側 が 傾 斜 面 と な っ て い る ブ ロ ッ ク が 用 い ら れ る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ８ -２ ４ ８ ４ ７ ７ 号 公 報
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【 特 許 文 献 ２ 】 特 許 第 ５ ６ ４ ７ ５ ４ １ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 震 災 時 等 に 生 じ た 道 路 面 で の 段 差 の 解 消 作 業 を 土 の う の 積 み 上 げ で 行 う こ と は 、 土 の う

が 重 量 物 （ １ 袋 で ２ ０ ～ ２ ５ Ｋ ｇ 程 度 ） で あ る こ と 、 多 数 の 土 の う が 必 要 な こ と 、 災 害 現

場 で は 運 搬 車 両 の 使 用 が 困 難 な こ と 、 等 か ら 、 作 業 の 迅 速 性 、 容 易 性 の 観 点 か ら 課 題 を 有

し て お り 、 作 業 が 容 易 で あ り か つ 迅 速 に 段 差 を 解 消 で き る 、 新 た な 作 業 態 様 が 求 め ら れ て

い る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ る 仮 設 ス ロ ー プ は 、 積 荷 し た 台 車 の よ う に 比 較 的 軽 量 物 の 通 過 を

予 定 し て お り 、 傾 斜 ブ ロ ッ ク の 傾 斜 面 の 上 に 補 強 板 あ る い は 荷 重 分 散 材 を 配 置 す る こ と は

予 定 し て い な い 。 道 路 は 、 建 設 現 場 や 製 造 現 場 等 で 使 用 す る 台 車 と 比 較 し て 軸 荷 重 の 大 き

な 車 両 が 通 過 す る の が 一 般 的 で あ り 、 そ の た め に 、 も し 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ る 仮 設 ス

ロ ー プ を そ の ま ま 路 面 の 段 差 部 に 採 用 す る と 仮 定 し た 場 合 、 該 仮 設 ス ロ ー プ の 傾 斜 面 に 損

傷 が 生 じ て し ま う こ と か ら 、 実 用 に 供 さ れ る 段 差 解 消 材 と は な り え な い 。 ま た 、 硬 質 ゴ ム

や 硬 質 プ ラ ス チ ッ ク 等 の 樹 脂 材 料 は 、 発 泡 樹 脂 と 比 較 し て 重 量 物 で あ り 、 多 数 個 の 傾 斜 ブ

ロ ッ ク と 矩 形 ブ ロ ッ ク を 積 み 上 げ て い く 作 業 も 容 易 で な い 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ る 鉄 道 工 事 用 仮 設 道 路 は 、 合 成 樹 脂 発 泡 体 ブ ロ ッ ク と 上 面 側 が 傾

斜 面 と な っ て い る 第 ３ の 合 成 樹 脂 発 泡 体 ブ ロ ッ ク の 上 面 に 配 置 さ れ る 補 強 板 と で 構 成 さ れ

て お り 、 個 々 の 合 成 樹 脂 発 泡 体 ブ ロ ッ ク は 軽 量 物 で あ る こ と か ら 、 鉄 道 工 事 用 仮 設 道 路 の

設 置 作 業 は 比 較 し て 容 易 で あ る 。 し か し 、 補 強 板 は 傾 斜 ブ ロ ッ ク の 傾 斜 面 の 上 に 単 に 設 置

さ れ る だ け で あ る こ と か ら 、 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ る 鉄 道 工 事 用 仮 設 道 路 を 、 そ の ま ま 路

面 の 段 差 部 に 適 用 し た 場 合 、 軸 荷 重 の 大 き な 車 両 が 通 過 す る と き に 、 補 強 板 に 位 置 ず れ が

生 じ る 恐 れ が あ り 、 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ る 鉄 道 工 事 用 仮 設 道 路 の 施 工 態 様 を そ の ま ま 路

面 の 段 差 部 に 適 用 す る こ と は で き な い 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 は 、 上 記 の よ う な 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 地 震 等 の 自 然 災 害 に よ っ て

生 じ た 道 路 の 段 差 部 を 、 迅 速 か つ 容 易 に 施 工 す る こ と が で き 、 か つ 、 施 工 後 に お い て も 高

い 安 全 性 を 長 期 に わ た り 維 持 す る こ と の で き る 、 あ ら た な 路 面 段 差 解 消 材 お よ び 路 面 段 差

解 消 方 法 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 に よ る 路 面 段 差 解 消 材 は 、 基 本 的 に 、 路 面 に 生 じ た 段 差 を 解 消 す る た め の 路 面 段

差 解 消 材 で あ っ て 、 底 面 部 と 前 記 底 面 部 に 対 し て 所 定 の 角 度 で 傾 斜 す る 傾 斜 上 面 部 と を 少

な く と も 備 え る 発 泡 樹 脂 製 の 基 礎 ブ ロ ッ ク と 、 前 記 基 礎 ブ ロ ッ ク の 傾 斜 上 面 部 の 上 に 設 け

ら れ る 荷 重 分 散 材 と 、 前 記 基 礎 ブ ロ ッ ク の 傾 斜 上 面 部 の 傾 斜 方 向 に 沿 う 適 数 本 の 補 強 部 材

と 、 を 備 え 、 前 記 荷 重 分 散 材 は 前 記 補 強 部 材 を 前 記 基 礎 ブ ロ ッ ク の 傾 斜 上 面 部 に 設 置 し た

状 態 で 前 記 基 礎 ブ ロ ッ ク に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 路 面 に 生 じ た 段 差 を 、 従 来 よ り も 迅 速 か つ 容 易 に 、 解 消 す る こ と が 可

能 と な る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ２ 】

【 図 １ 】 道 路 に 生 じ る 路 面 段 差 の 一 例 を 説 明 す る た め の 模 式 的 図 （ 図 （ ａ ） ） と 本 発 明 に

よ り そ の 段 差 が 解 消 さ れ た 例 を 示 す 模 式 図 （ 図 （ ｂ ） と 図 （ ｃ ） ） 。

【 図 ２ 】 路 面 段 差 解 消 材 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と そ れ を 用 い た 路 面 段 差 解 消 方 法 を 説 明 す る

た め の 図 。
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【 図 ３ 】 図 ２ に 示 し た 路 面 段 差 解 消 材 を 構 成 す る 発 泡 樹 脂 製 の 基 礎 ブ ロ ッ ク を 説 明 す る た

め の 図 。

【 図 ４ 】 図 ２ に 示 す 路 面 段 差 解 消 材 を 構 成 す る 荷 重 分 散 材 を 説 明 す る た め の 図 。

【 図 ５ 】 基 礎 ブ ロ ッ ク に 荷 重 分 散 材 を 固 定 し て 形 成 さ れ た 路 面 段 差 解 消 材 の 第 １ の 実 施 の

形 態 を 示 す 側 面 図 。

【 図 ６ 】 先 端 部 保 護 部 材 の 一 例 を 示 す 斜 視 図 。

【 図 ７ 】 先 端 部 保 護 部 材 を 備 え た 路 面 段 差 解 消 材 を 示 す 側 面 図 。

【 図 ８ 】 路 面 段 差 解 消 材 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 で 用 い る 発 泡 樹 脂 製 の 基 礎 ブ ロ ッ ク を 説 明 す

る た め の 上 面 か ら 見 た 斜 視 図 。

【 図 ９ 】 図 ８ に 示 し た 発 泡 樹 脂 製 の 基 礎 ブ ロ ッ ク を 背 面 か ら 見 た 斜 視 図 。

【 図 １ ０ 】 路 面 段 差 解 消 材 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 で 用 い る 荷 重 分 散 材 を 説 明 す る た め の 斜 視

図 。

【 図 １ １ 】 路 面 段 差 解 消 材 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 を 用 い た 路 面 段 差 解 消 方 法 を 説 明 す る た め

の 図 。

【 図 １ ２ 】 路 面 段 差 解 消 材 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 を 示 す 側 面 図 と 上 面 図 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ３ 】

　 以 下 、 図 面 を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。

［ 路 面 段 差 の 例 ］

　 最 初 に 、 道 路 の 路 面 に 生 じ る 段 差 の 一 例 を 説 明 す る 。 図 １ （ ａ ） は 、 道 路 が 高 架 橋 に よ

り 作 ら れ て い る 場 合 の 例 で あ り 、 大 き な 地 震 が 発 生 し た と き に 、 橋 脚 Ａ 上 の 支 承 Ｂ が 脱 落

し 、 橋 梁 Ｃ と 橋 梁 Ｃ と の 継 ぎ 目 に 路 面 段 差 、 あ る い は 路 面 段 差 と 開 き が 生 じ た 状 態 を 模 式

的 に 示 し て い る 。 道 路 が 高 架 橋 で あ る 場 合 に 限 ら ず 、 路 面 段 差 は 、 地 震 時 に 生 じ る 振 動 や

地 盤 の ず れ に よ り 、 一 般 の 橋 と 道 路 と の 繋 ぎ 目 等 に も 生 じ る 恐 れ が あ る 。 こ の よ う な 路 面

段 差 が 生 じ る と 、 車 両 の 通 行 が 困 難 と な り 、 災 害 復 旧 等 の 観 点 か ら 、 緊 急 か つ 迅 速 に 復 旧

処 理 す る こ と が 求 め ら れ る 。 本 発 明 は 、 そ の よ う な 道 路 一 般 に 生 じ た 路 面 段 差 を 、 段 差 の

高 位 部 と 低 位 部 と を 連 続 し た 斜 面 で 接 続 す る こ と で 解 消 し 、 車 両 等 の 円 滑 な 通 行 を 可 能 と

す る こ と を 目 的 と す る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 な お 、 後 に 説 明 す る よ う に 、 図 １ （ ｂ ） は 、 道 路 に 路 面 段 差 の み が 生 じ て い る 箇 所 を 、

図 １ （ ｃ ） は 、 道 路 に 路 面 段 差 と 開 き の 双 方 が 生 じ て い る 箇 所 を 、 本 発 明 に よ る 路 面 段 差

解 消 材 １ ０ ０ を 用 い て 解 消 し た 状 態 の 一 例 を 示 し て い る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

［ 路 面 段 差 解 消 材 の 第 １ の 実 施 の 形 態 ］

　 本 発 明 に よ る 第 １ の 実 施 の 形 態 の 路 面 段 差 解 消 材 １ ０ ０ を 説 明 す る 。 路 面 段 差 解 消 材 １

０ ０ は 、 基 本 的 に 、 図 ３ に 示 す 発 泡 樹 脂 製 の 基 礎 ブ ロ ッ ク １ と 、 図 ４ に 示 す 荷 重 分 散 材 ２

と で 構 成 さ れ る 。 必 要 に 応 じ て 、 図 ６ に 示 す 先 端 部 保 護 部 材 ５ も 用 い ら れ る 。 図 ２ は 、 第

１ の 実 施 の 形 態 の 路 面 段 差 解 消 材 １ ０ ０ で あ っ て 、 先 端 部 保 護 部 材 ５ と と も に 用 い て い る

場 合 で の 路 面 段 差 解 消 材 １ ０ ０ ａ と 、 そ れ を 用 い た 路 面 段 差 解 消 方 法 を 説 明 し て い る 。 以

下 、 順 次 説 明 す る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

［ 発 泡 樹 脂 製 の 基 礎 ブ ロ ッ ク １ ］

　 発 泡 樹 脂 製 の 基 礎 ブ ロ ッ ク １ は 、 図 ３ （ ａ ） に 上 か ら 見 た 斜 視 図 を 、 図 ３ （ ｂ ） に 下 か

ら 見 た 斜 視 図 を 示 す よ う に 、 平 坦 な 底 面 部 １ １ と 、 該 底 面 部 １ １ に 対 し て 所 要 の 角 度 α （

１ ～ １ ０ 度 程 度 ） で 傾 斜 す る 平 坦 な 傾 斜 上 面 部 １ ２ と を 備 え て い る 。 図 示 の 例 に お い て 、

基 礎 ブ ロ ッ ク １ の 横 幅 ａ は 例 え ば １ ０ ０ ｃ ｍ 程 度 で あ り 、 横 幅 ａ 方 向 の 両 側 面 １ ３ は 底 面

部 １ １ に 垂 直 な 面 と な っ て い る 。 ま た 、 傾 斜 方 向 の 上 端 面 側 も や は り 底 面 部 １ １ に 垂 直 な

後 面 １ ４ と な っ て い る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 基 礎 ブ ロ ッ ク １ は 、 図 ３ （ ｃ ） に 側 面 図 を 示 す よ う に 、 側 面 視 三 角 形 の 斜 面 先 端 側 Ｓ が
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切 除 さ れ た 形 状 の も の で あ る 。 傾 斜 上 面 部 １ ２ の 斜 面 方 向 の 長 さ ｂ は 例 え ば ５ ０ ｃ ｍ 程 度

で あ る 。 前 記 切 除 さ れ た 先 端 部 側 に お い て 、 底 面 部 １ １ は 、 全 横 幅 に わ た っ て 幅 ｗ で 切 り

欠 か れ て お り 、 空 間 部 Ｓ １ を 形 成 し て い る 。 底 面 部 １ １ の 前 記 後 面 １ ４ か ら 前 記 空 間 部 Ｓ

１ の 内 側 端 縁 ま で の 長 さ ｃ は 例 え ば ４ ０ ｃ ｍ 程 度 で あ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 前 記 傾 斜 上 面 部 １ ２ に は 、 傾 斜 方 向 に 向 け た 所 定 深 さ （ 例 え ば ４ ｃ ｍ 程 度 ） と 所 定 幅 （

例 え ば ８ ｃ ｍ 程 度 ） の 適 数 本 （ 図 示 の も の で は ３ 本 ） の 凹 陥 溝 １ ６ が 、 傾 斜 上 面 部 １ ２ の

全 長 ｂ に わ た っ て 、 互 い に 平 行 に 形 成 さ れ て お り 、 前 記 空 間 部 Ｓ １ の 領 域 で は 、 前 記 凹 陥

溝 １ ６ は 底 面 部 を 開 放 し た 状 態 と な っ て い る 。 側 面 １ ３ 、 １ ３ に お け る 底 面 部 １ １ に 近 い

位 置 に は 、 人 の 手 が 入 り 込 む 程 度 の 大 き さ の 切 り 欠 き １ ７ が 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 発 泡 樹 脂 製 の 基 礎 ブ ロ ッ ク １ の 素 材 は 、 発 泡 倍 率 が １ ５ 倍 ～ ３ ０ 倍 程 度 の 発 泡 ポ リ ス チ

レ ン が 軽 量 で あ り 所 要 の 強 度 を 確 保 し や す い 点 か ら 好 ま し い が 、 他 に 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 、

硬 質 ウ レ タ ン 、 Ａ Ｂ Ｓ 樹 脂 、 塩 化 ビ ニ ル の よ う な 材 料 で あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

［ 荷 重 分 散 材 ２ ］

　 荷 重 分 散 材 ２ は 、 路 面 段 差 解 消 材 １ ０ ０ の 上 を 車 両 等 が 通 過 す る と き の 軸 荷 重 を 分 散 さ

せ る こ と で 、 基 礎 ブ ロ ッ ク １ に 大 き な 集 中 荷 重 が 掛 か る の を 回 避 す る た め に 用 い ら れ る 。

荷 重 分 散 材 ２ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 表 面 材 ３ と 該 表 面 材 ３ の 裏 面 に 固 定 さ れ た 補 強 部 材

４ と か ら な る 。 表 面 材 ３ は 矩 形 状 の 平 板 で あ り 、 そ の 横 幅 ａ は 、 前 記 基 礎 ブ ロ ッ ク １ の 横

幅 ａ に ほ ぼ 等 し い 。 ま た 、 表 面 材 ３ の 傾 斜 方 向 の 長 さ ｄ は 、 前 記 基 礎 ブ ロ ッ ク １ の 傾 斜 方

向 の 長 さ ｂ と 等 し い か 、 そ れ よ り も 長 い 。 た だ し 、 後 記 し か つ 図 ５ に 路 面 段 差 解 消 材 １ ０

０ の 側 面 図 に 示 す よ う に 、 表 面 材 ３ を 基 礎 ブ ロ ッ ク １ の 傾 斜 上 面 部 １ ２ 上 に 配 置 し た 状 態

で 、 そ の 傾 斜 下 方 側 の 先 端 部 Ｐ が 基 礎 ブ ロ ッ ク １ の 底 面 部 １ １ を 含 む 仮 想 平 面 １ １ ａ に 衝

接 し な い 長 さ と さ れ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 荷 重 分 散 材 ２ の 表 面 は 、 平 坦 面 で あ っ て も よ く 、 通 過 す る 車 両 が ス リ ッ プ す る の を 防 止

す る た め に 、 エ ン ボ ス や 横 桟 等 に よ っ て 凹 凸 面 と さ れ て い て も よ い 。 ス リ ッ プ 防 止 用 の 塗

装 に よ り 表 面 仕 上 げ を 行 っ て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 図 ４ に 示 す よ う に 、 表 面 材 ３ の 後 端 縁 ３ １ を 前 記 基 礎 ブ ロ ッ ク １ の 垂 直 な 後 面 １ ４ に ほ

ぼ 一 致 さ せ た 状 態 で 表 面 材 ３ を 傾 斜 上 面 部 １ ２ の 上 に 配 置 し た と き に 、 当 該 表 面 材 ３ の 裏

面 で あ っ て 基 礎 ブ ロ ッ ク １ の 傾 斜 上 面 部 １ ２ に 形 成 し た 凹 陥 溝 １ ６ に 対 応 す る こ と と な る

部 位 に は 、 補 強 部 材 ４ が 一 体 に 固 定 さ れ る 。 補 強 部 材 ４ は 、 基 礎 ブ ロ ッ ク １ の 前 記 凹 陥 溝

１ ６ 内 に 埋 設 さ れ る 棒 状 の 部 材 で あ り 、 そ の 横 断 面 の 大 き さ と 形 状 は 前 記 凹 陥 溝 １ ６ の 横

断 面 と そ れ と ほ ぼ 等 し い 。 す な わ ち 、 表 面 材 ３ は 、 傾 斜 上 面 部 １ ２ か ら 浮 き 上 が る こ と な

く 、 補 強 部 材 ４ が 固 定 さ れ て い な い 裏 面 は 傾 斜 上 面 部 １ ２ に 接 し て い る 。 ま た 、 長 さ ｅ は

、 前 記 凹 陥 溝 １ ６ の 長 さ ｂ に ほ ぼ 等 し い 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 補 強 部 材 ４ を 表 面 材 ３ の 裏 面 に 固 定 す る 手 段 と し て は 、 く ぎ 打 ち や ビ ス 止 め 等 の 手 段 が

好 ま し い が 、 表 面 材 ３ の 裏 面 と 補 強 部 材 ４ と の 間 に 所 要 の 剥 離 強 度 が 確 保 さ れ る こ と を 条

件 に 、 接 着 剤 に よ る 固 定 で あ っ て も よ い 。 な お 、 図 ４ に お い て 、 ３ ２ は 、 補 強 部 材 ４ を 表

面 材 ３ に 固 定 す る た め の 打 ち 込 み 釘 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 表 面 材 ３ の 材 料 に は 、 車 両 の 軸 荷 重 に よ っ て 大 き な 変 形 や 破 損 が 生 じ な い 材 料 を 適 宜 選

択 し て 用 い る こ と が で き る 。 例 と し て 、 樹 脂 板 、 鋼 板 、 コ ン ク リ ー ト 板 、 繊 維 強 化 樹 脂 板

、 木 質 系 合 板 、 あ る い は 合 成 ゴ ム 板 、 ゴ ム 含 有 樹 脂 板 等 が 挙 げ ら れ る 。 比 較 し て 軽 量 で あ

り な が ら 大 き な 強 度 を 確 保 で き る こ と か ら 、 繊 維 強 化 樹 脂 板 は 特 に 好 ま し い 。 表 面 材 ３ の

厚 み は 、 材 料 の 種 類 お よ び 予 定 さ れ る 軸 荷 重 の 最 大 値 等 を 考 慮 し て 適 宜 設 定 さ れ る が 、 材

料 が 繊 維 強 化 樹 脂 板 の 場 合 、 約 ３ ｃ ｍ 程 度 で あ れ ば 、 十 分 で あ る 。 補 強 部 材 ４ の 素 材 と し
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て は 、 樹 脂 材 、 鋼 材 、 コ ン ク リ ー ト 材 、 繊 維 強 化 樹 脂 材 、 木 質 系 合 成 材 、 あ る い は 合 成 ゴ

ム 、 ゴ ム 含 有 樹 脂 材 の よ う な 材 料 を 挙 げ る こ と が で き る 。 軽 量 性 と 強 度 の 点 か ら 、 材 料 と

し て は 繊 維 強 化 樹 脂 材 が 特 に 好 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

［ 荷 重 分 散 材 ２ の 基 礎 ブ ロ ッ ク １ へ の 固 定 ： 路 面 段 差 解 消 材 １ ０ ０ の 形 成 ］

　 製 造 工 場 に お い て 、 あ る い は 路 面 段 差 が 生 じ て い る 現 場 に お い て 、 荷 重 分 散 材 ２ を 基 礎

ブ ロ ッ ク １ の 傾 斜 上 面 部 １ ２ に 固 定 す る こ と で 、 図 ５ に そ の 側 面 図 を 示 す よ う に 、 路 面 段

差 解 消 材 １ ０ ０ が 形 成 さ れ る 。 両 者 の 固 定 に 当 た っ て は 、 少 な く と も 前 記 補 強 部 材 ４ の 表

面 に 接 着 剤 を 塗 布 し た 状 態 で 、 補 強 部 材 ４ を 前 記 凹 陥 溝 １ ６ 内 に 埋 入 し 、 接 着 剤 の 硬 化 を

待 つ 。 接 着 剤 と し て は 、 有 機 系 接 着 剤 を 好 適 に 用 い る こ と が で き る 。 基 礎 ブ ロ ッ ク １ 側 に

接 着 剤 を 塗 布 し て お い て も よ い 。 補 強 部 材 ４ を 基 礎 ブ ロ ッ ク １ に 形 成 し た 凹 陥 溝 １ ６ 内 に

埋 設 し て 両 者 を 固 着 す る こ と で 、 軸 荷 重 に よ っ て 基 礎 ブ ロ ッ ク １ に 反 り な ど の 変 形 が 生 じ

る の を 回 避 で き る と と も に 、 荷 重 分 散 材 ２ が 、 車 輪 と の 摩 擦 に よ っ て 下 方 に 滑 り 落 ち る の

を 防 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

［ 路 面 段 差 の 解 消 ］

　 路 面 段 差 の 解 消 に 当 た っ て は 、 作 業 者 が 、 上 記 の よ う に し て 形 成 さ れ た 路 面 段 差 解 消 材

１ ０ ０ を 、 路 面 段 差 を 解 消 す べ き 場 所 に 搬 入 す る 。 搬 入 に 際 し て 、 基 礎 ブ ロ ッ ク １ の 側 面

１ ３ に 形 成 し た 切 り 欠 き １ ７ に 手 を 差 し 込 む こ と で 、 運 搬 作 業 は 容 易 と な る 。 ま た 、 １ 個

の 路 面 段 差 解 消 材 １ ０ ０ の 重 さ が ２ ０ ～ ４ ０ ｋ ｇ 程 度 と な る よ う に 材 料 の 種 類 や 大 き さ を

適 宜 選 択 す る こ と で 、 ２ 人 の 作 業 者 に よ っ て 路 面 段 差 解 消 材 １ ０ ０ を 現 場 に 搬 入 す る 作 業

が 容 易 と な り 、 迅 速 な 復 旧 作 業 が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 作 業 に 当 た っ て は 、 路 面 に 生 じ て い る 段 差 部 に 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 路 面 段 差 解 消 材 １

０ ０ を 上 方 か ら 落 と し 込 む 。 よ り 具 体 的 に は 、 図 １ （ ｂ ） お よ び 図 １ （ ｃ ） に 示 す よ う に

、 生 じ て い る 路 面 段 差 部 に 作 業 者 が 路 面 段 差 解 消 材 １ ０ ０ を 配 置 す る こ と で 、 該 段 差 部 の

高 位 部 と 低 位 部 は 、 ほ ぼ 連 続 し た 斜 面 に よ っ て 接 続 さ れ る こ と と な り 、 緊 急 車 両 等 の 通 過

が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 路 面 段 差 解 消 材 １ ０ ０ を 段 差 部 に 配 置 し た と き に 、 段 差 部 の

高 位 部 側 の 路 面 と 路 面 段 差 解 消 材 １ ０ ０ の 高 位 部 側 の 端 面 と が ほ ぼ 連 続 し た 状 態 と な る 場

合 に は 、 路 面 段 差 解 消 材 １ ０ ０ を 配 置 し た 状 態 で 、 路 面 段 差 解 消 作 業 を 終 え る こ と が で き

る 。 図 １ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 段 差 部 の 高 位 部 側 の 路 面 と 路 面 段 差 解 消 材 １ ０ ０ の 高 位 部

側 の 端 面 と の 間 に 、 隙 間 が 生 じ る よ う な 場 合 に は 、 両 者 間 の 隙 間 に 適 数 個 の 土 の う ５ ０ を

補 充 し て 生 じ て い る 隙 間 を 埋 め 戻 す 。 必 要 な 場 合 に は 、 補 充 し た 土 の う ５ ０ の 上 を 少 な く

と も 覆 う よ う に ゴ ム マ ッ ト ６ ０ を 配 置 し て 、 斜 面 の 連 続 性 と 安 定 性 を 確 保 す る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 な お 、 路 面 段 差 解 消 材 １ ０ ０ の 横 幅 （ 基 礎 ブ ロ ッ ク １ の 横 幅 ａ ） は 任 意 で あ り 、 特 に 制

限 は な い が 、 １ つ の 路 面 段 差 解 消 材 １ ０ ０ が そ の 上 を 通 過 す る 車 両 の 車 幅 の 全 体 に 対 応 す

る 横 幅 で あ る 場 合 に は 、 当 該 路 面 段 差 解 消 材 １ ０ ０ の 重 量 の 大 き な も の と な り 、 作 業 性 が

低 下 す る 。 そ の た め に 、 車 両 の 右 側 車 輪 に 対 応 す る 横 幅 の も の と 、 左 側 車 輪 に 対 応 す る 横

幅 の も の の ２ つ を 用 意 す る こ と で 、 路 面 段 差 解 消 材 １ ０ ０ の １ つ あ た り の 重 さ を 軽 量 化 す

る こ と が 望 ま し い 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

［ 荷 重 分 散 材 の 低 位 側 先 端 部 に 備 え ら れ る 先 端 部 保 護 部 材 ５ ］

　 上 記 し た 路 面 段 差 解 消 材 １ ０ ０ は 、 そ の 側 面 を 図 ５ に 示 す よ う に 、 道 路 の 段 差 部 に 配 置

し た と き に 、 路 面 段 差 解 消 材 １ ０ ０ の 低 位 側 先 端 部 と 路 面 と の 間 に 、 空 間 Ｓ １ ０ が 生 じ る

の を 避 け ら れ な い 。 施 工 現 場 の 環 境 に よ っ て は 、 こ の よ う な 空 間 Ｓ １ ０ が 存 在 し て い て も

、 車 両 の 通 行 に 格 別 の 不 都 合 が 無 い 場 合 も あ る 。 し か し 、 軸 荷 重 の 大 き な 車 両 等 が 頻 繁 に

通 過 す る こ と が 予 測 さ れ る 場 合 に は 、 路 面 段 差 解 消 材 １ ０ ０ の 低 位 側 先 端 部 が 破 損 す る こ
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と が 考 え ら れ る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 路 面 段 差 解 消 材 １ ０ ０ の 一 形 態 で は 、 そ の よ う な 現 場 で の 損 傷 発 生 を 極 力 防 止 す る た め

に 、 図 ６ に 示 す よ う な 、 先 端 部 保 護 部 材 ５ を さ ら に 用 い る 。 先 端 部 保 護 部 材 ５ の 材 料 は 、

所 要 の 機 械 的 な 強 度 を 有 す る こ と を 条 件 に 、 路 面 段 差 解 消 材 １ ０ ０ の 前 記 表 面 材 ３ の 材 料

と 同 じ も の で あ っ て も よ く 、 異 な る 材 料 で あ っ て も よ い 。 図 ６ に 示 す よ う に 、 先 端 部 保 護

部 材 ５ は 、 平 坦 な 底 面 部 ５ １ と 、 該 底 面 部 ５ １ と 角 度 α １ の 角 度 を な す 傾 斜 上 面 部 ５ ２ と

を 備 え 、 先 端 部 は 面 取 り さ れ て い る 。 前 記 角 度 α １ は 、 前 記 し た 発 泡 樹 脂 製 の 基 礎 ブ ロ ッ

ク １ の 傾 斜 上 面 部 １ ２ が 底 面 部 １ １ と な す 角 度 α と ほ ぼ 同 じ と さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 先 端 部 保 護 部 材 ５ の 後 方 側 は 傾 斜 上 面 部 ５ ２ か ら 底 面 部 ５ １ に 向 け て 所 定 深 さ に 切 り 欠

か れ た 切 欠 き 部 ５ ３ と な っ て い る 。 該 切 欠 き 部 ５ ３ の 大 き さ は 、 前 記 発 泡 樹 脂 製 の 基 礎 ブ

ロ ッ ク １ に 形 成 し た 前 記 空 間 部 Ｓ １ の 領 域 の 大 き さ と ほ ぼ 等 し く さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

［ 先 端 部 保 護 部 材 ５ を 備 え た 路 面 段 差 解 消 材 １ ０ ０ ａ ］

　 図 ７ は 、 前 記 先 端 部 保 護 部 材 ５ を 備 え た 路 面 段 差 解 消 材 １ ０ ０ ａ を 側 面 で 示 し て い る 。

図 示 の よ う に 、 図 ５ に 示 し た 路 面 段 差 解 消 材 １ ０ ０ に お け る 空 間 Ｓ １ ０ の 位 置 に 前 記 先 端

部 保 護 部 材 ５ を 配 置 し て ビ ス や く ぎ の よ う な 適 宜 の 固 定 手 段 を 用 い て 路 面 段 差 解 消 材 １ ０

０ 側 に 固 定 す る こ と で 、 路 面 段 差 解 消 材 １ ０ ０ ａ と さ れ る 。 図 ７ 示 す よ う に 、 こ の 路 面 段

差 解 消 材 １ ０ ０ ａ は 先 端 部 側 に 先 端 部 保 護 部 材 ５ が 埋 め 込 ま れ て い る こ と で 前 記 空 間 部 Ｓ

１ が 存 在 し て い な い 。 そ の た め に 、 車 両 が 通 過 し た と き に 先 端 部 が 破 損 す る の を 確 実 に 回

避 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

［ 路 面 段 差 解 消 材 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 ］

　 前 記 し た 第 １ の 形 態 の 路 面 段 差 解 消 材 １ ０ ０ （ １ ０ ０ ａ ） に お い て 、 全 体 を 傾 斜 方 向 に

長 く 延 長 し て い く こ と で 、 生 じ て い る 路 面 段 差 の 高 さ が 大 き く て も 、 １ つ の 路 面 段 差 解 消

材 １ ０ ０ で も っ て 、 そ の 段 差 を 解 消 す る こ と が で き る 。 し か し 、 路 面 段 差 解 消 材 １ ０ ０ の

長 さ が 長 く な る と 、 重 さ も 大 き く な り 、 取 り 扱 い も 不 自 由 に な っ て 、 作 業 性 が 低 下 す る こ

と が 起 こ り う る 。 本 発 明 者 ら の 実 験 で は 、 生 じ て い る 路 面 段 差 が 例 え ば １ ０ ｃ ｍ 程 度 の 場

所 に お い て は 、 上 記 し た 寸 法 の 第 １ の 形 態 の 路 面 段 差 解 消 材 １ ０ ０ は 、 有 効 性 が 高 い こ と

が 示 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 路 面 段 差 解 消 材 ２ ０ ０ は 、 例 え ば 、 ２ ０ ｃ ｍ 、 ３ ０ ｃ ｍ の よ う に 、

よ り 大 き な 路 面 段 差 が 生 じ て い る 場 所 に お い て 、 そ の 段 差 を 解 消 す る の に 有 効 に 用 い る こ

と を 目 的 と し て お り 、 全 体 が 傾 斜 上 面 部 の 傾 斜 方 向 で ２ つ 以 上 の 分 割 路 面 段 差 解 消 材 に 分

割 さ れ て お り 、 各 分 割 路 面 段 差 解 消 材 は 適 宜 の 連 結 機 構 に よ っ て 接 合 さ れ て い る こ と を 特

徴 と す る 。 な お 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 路 面 段 差 解 消 材 ２ ０ ０ も 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 路 面

段 差 解 消 材 １ ０ ０ と 同 様 に 、 基 本 的 に は 、 発 泡 樹 脂 製 の 基 礎 ブ ロ ッ ク ２ １ ０ と そ の 上 に 配

置 さ れ る 荷 重 分 散 材 ２ ２ ０ と で 構 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

［ 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 路 面 段 差 解 消 材 を 構 成 す る 発 泡 樹 脂 製 の 基 礎 ブ ロ ッ ク ２ １ ０ ］

　 最 初 に 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 路 面 段 差 解 消 材 ２ ０ ０ を 構 成 す る 発 泡 樹 脂 製 の 基 礎 ブ ロ ッ ク

２ １ ０ を 説 明 す る 。 図 ８ は 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 路 面 段 差 解 消 材 ２ ０ ０ を 構 成 す る 発 泡 樹

脂 製 の 基 礎 ブ ロ ッ ク ２ １ ０ の 一 実 施 の 形 態 を 上 か ら 見 て 示 す 斜 視 図 で あ り 、 図 ９ は 、 そ れ

を 下 か ら 見 て 示 す 斜 視 図 で あ る 。 基 礎 ブ ロ ッ ク ２ １ ０ は 、 複 数 個 （ 図 示 の 例 で は ３ 個 ） の

分 割 基 礎 ブ ロ ッ ク （ 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ の 分 割 基 礎 ブ ロ ッ ク ２ １ ０ ａ 、 ２ １ ０ ｂ 、 ２ １ ０ ｃ

） の 組 み 合 わ せ 体 で 構 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

［ 第 １ の 分 割 基 礎 ブ ロ ッ ク ２ １ ０ ａ ］

　 第 １ の 分 割 基 礎 ブ ロ ッ ク ２ １ ０ ａ は 、 前 記 し た 第 １ の 実 施 の 形 態 の 路 面 段 差 解 消 材 １ ０
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０ で 用 い た 基 礎 ブ ロ ッ ク １ と ほ ぼ 同 じ 形 状 の も の で あ り 、 そ の 垂 直 な 後 面 １ ４ ａ の 形 状 の

み が 異 な っ て い る 。 基 礎 ブ ロ ッ ク １ と 同 じ 部 材 に は 同 じ 符 号 を 付 す こ と で 、 そ れ ら の 説 明

は 省 略 す る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 第 １ の 分 割 基 礎 ブ ロ ッ ク ２ １ ０ ａ に お い て 、 垂 直 な 後 面 １ ４ ａ に は 、 底 面 部 １ １ か ら 上

方 の 傾 斜 上 面 部 １ ２ に 向 け て 凹 陥 す る 切 欠 き 凹 部 ２ ０ が 形 成 さ れ て お り 、 該 切 欠 き 凹 部 ２

０ の 天 面 部 に は 、 底 面 部 １ １ 側 に 向 け て 突 出 す る 適 数 個 （ 図 示 の も の で は ２ 個 ） の Ｔ 字 型

係 止 用 突 起 ２ １ が 一 体 成 形 さ れ て い る 。 各 Ｔ 字 型 係 止 用 突 起 ２ １ は 、 傾 斜 方 向 に 延 び る 縦

部 材 ２ ２ と 、 該 縦 部 材 ２ ２ の 先 端 側 で あ っ て 後 面 １ ４ ａ に 近 接 す る 部 位 に 形 成 さ れ た 、 前

記 縦 部 材 ２ ２ と 直 交 す る 横 部 材 ２ ３ と で 構 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

［ 第 ２ の 分 割 基 礎 ブ ロ ッ ク ２ １ ０ ｂ ］

　 第 ２ の 分 割 基 礎 ブ ロ ッ ク ２ １ ０ ｂ は 、 横 幅 が 第 １ の 分 割 基 礎 ブ ロ ッ ク ２ １ ０ ａ の 横 幅 と

ほ ぼ 等 し い 矩 形 状 で あ り 、 平 坦 な 底 面 部 １ １ ｂ と 、 該 底 面 部 １ １ ｂ に 対 し て 、 第 １ の 分 割

基 礎 ブ ロ ッ ク ２ １ ０ ａ の 傾 斜 上 面 部 １ ２ が 底 面 部 １ １ と な す 角 度 α と 同 じ 角 度 で 傾 斜 す る

平 坦 な 傾 斜 上 面 部 １ ２ ｂ と を 備 え る 。 ま た 、 傾 斜 下 端 側 面 で あ る 前 面 ２ ４ と 傾 斜 上 端 側 面

で あ る 後 面 ２ ５ と を 備 え る 。 第 ２ の 分 割 基 礎 ブ ロ ッ ク ２ １ ０ ｂ の 傾 斜 方 向 の 長 さ は 、 一 例

と し て ほ ぼ １ ０ ０ ｃ ｍ 程 度 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 そ し て 、 第 ２ の 分 割 基 礎 ブ ロ ッ ク ２ １ ０ ｂ の 前 記 前 面 ２ ４ を 第 １ の 分 割 基 礎 ブ ロ ッ ク ２

１ ０ ａ の 傾 斜 上 端 側 面 で あ る 後 面 １ ４ ａ に 対 向 さ せ た 姿 勢 と し た と き に 、 第 １ の 分 割 基 礎

ブ ロ ッ ク ２ １ ０ ａ の 傾 斜 上 面 部 １ ２ と 第 ２ の 分 割 基 礎 ブ ロ ッ ク ２ １ ０ ｂ の 傾 斜 上 面 部 １ ２

ｂ と が 、 連 続 し た 段 差 の な い 傾 斜 面 を 形 成 で き る よ う に 、 前 記 前 面 ２ ４ 側 の 底 面 部 １ １ ｂ

か ら の 高 さ が 設 定 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 さ ら に 、 前 記 傾 斜 上 面 部 １ ２ ｂ の 傾 斜 下 端 側 に は 、 傾 斜 上 面 部 １ ２ ｂ 側 か ら 底 面 部 １ １

ｂ 側 に 向 け て 凹 陥 す る 切 欠 き 凸 部 ２ ６ が 形 成 さ れ て お り 、 該 切 欠 き 凸 部 ２ ６ の 深 さ と 奥 行

き は 、 第 １ の 分 割 基 礎 ブ ロ ッ ク ２ １ ０ ａ に 形 成 し た 前 記 切 欠 き 凹 部 ２ ０ と ほ ぼ 等 し い 。 ま

た 、 該 切 欠 き 凸 部 ２ ６ の 底 面 部 に は 、 底 面 部 １ １ ｂ 側 に 向 け て 凹 陥 す る 適 数 個 （ 図 示 の も

の で は ２ 個 ） の Ｔ 字 型 係 止 用 凹 溝 ２ ７ が 一 体 成 形 さ れ て い る 。 各 Ｔ 字 型 係 止 用 凹 溝 ２ ７ は

、 一 方 端 を 第 ２ の 分 割 基 礎 ブ ロ ッ ク ２ １ ０ ｂ の 前 記 前 面 ２ ４ に 開 放 し た 傾 斜 方 向 の 延 び る

縦 凹 溝 ２ ８ と 、 該 縦 凹 溝 ２ ８ の 他 端 側 形 成 さ れ 前 記 縦 凹 溝 ２ ８ と 直 交 す る 方 向 の 横 凹 溝 ２

９ と で 構 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 前 記 各 Ｔ 字 型 係 止 用 凹 溝 ２ ７ と 第 １ の 分 割 基 礎 ブ ロ ッ ク ２ １ ０ ａ に 形 成 し た Ｔ 字 型 係 止

用 突 起 ２ １ と は ほ ぼ 同 じ 形 状 と さ れ て い る 。 ま た 、 第 ２ の 分 割 基 礎 ブ ロ ッ ク ２ １ ０ ｂ の 前

記 前 面 ２ ４ に 形 成 し た 切 欠 き 凸 部 ２ ６ の 上 に 、 第 １ の 分 割 基 礎 ブ ロ ッ ク ２ １ ０ ａ の 前 記 後

面 １ ４ ａ に 形 成 し た 切 欠 き 凹 部 ２ ０ を 重 ね 合 せ た と き に 、 前 記 各 Ｔ 字 型 係 止 用 凹 溝 ２ ７ の

中 に 第 １ の 分 割 基 礎 ブ ロ ッ ク ２ １ ０ ａ に 形 成 し た 各 Ｔ 字 型 係 止 用 突 起 ２ １ が 入 り 込 む こ と

の で き る 位 置 に 、 各 Ｔ 字 型 係 止 用 突 起 ２ １ お よ び 各 Ｔ 字 型 係 止 用 凹 溝 ２ ７ の 位 置 が 設 定 さ

れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 第 ２ の 分 割 基 礎 ブ ロ ッ ク ２ １ ０ ｂ の 前 記 垂 直 な 後 面 ２ ５ に は 、 底 面 部 １ １ ｂ か ら 上 方 の

傾 斜 上 面 部 １ ２ ｂ に 向 け て 凹 陥 す る 切 欠 き 凹 部 ３ ０ が 形 成 さ れ て お り 、 該 切 欠 き 凹 部 ３ ０

の 天 面 部 に は 、 底 面 部 １ １ ｂ 側 に 向 け て 突 出 す る 適 数 個 （ 図 示 の も の で は ２ 個 ） の Ｔ 字 型

係 止 用 突 起 ３ １ が 一 体 成 形 さ れ て い る 。 各 Ｔ 字 型 係 止 用 突 起 ３ １ は 、 傾 斜 方 向 に 延 び る 縦

部 材 ３ ２ と 、 該 縦 部 材 ３ ２ の 先 端 側 で あ っ て 後 面 ２ ５ に 近 接 す る 部 位 に 形 成 さ れ た 、 前 記

縦 部 材 ３ ２ と 直 交 す る 方 向 の 横 部 材 ３ ３ と で 構 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 さ ら に 、 第 ２ の 分 割 基 礎 ブ ロ ッ ク ２ １ ０ ｂ の 傾 斜 上 面 部 １ ２ ｂ に は 、 第 １ の 分 割 基 礎 ブ
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ロ ッ ク ２ １ ０ ａ の 傾 斜 上 端 側 面 で あ る 後 面 １ ４ ａ に 、 第 ２ の 分 割 基 礎 ブ ロ ッ ク ２ １ ０ ｂ の

前 記 前 面 ２ ４ を 対 向 さ せ た 姿 勢 と し た と き に 、 第 １ の 分 割 基 礎 ブ ロ ッ ク ２ １ ０ ａ の 傾 斜 上

面 部 １ ２ に 形 成 し た 各 凹 陥 溝 １ ６ と 傾 斜 方 向 に お い て 連 続 す る こ と と な る 位 置 に 、 前 記 凹

陥 溝 １ ６ と 同 じ 横 断 面 形 状 の 第 ２ の 凹 陥 溝 １ ６ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 第 ２ の 分 割 基 礎 ブ ロ

ッ ク ２ １ ０ ｂ の 横 幅 ａ 方 向 の 両 側 面 は 底 面 部 １ １ ｂ に 垂 直 な 側 面 ３ ４ と な っ て お り 、 該 側

面 ３ ４ に も 、 人 の 手 が 入 り 込 む 程 度 の 大 き さ の 切 り 欠 き １ ７ が 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

［ 第 ３ の 分 割 基 礎 ブ ロ ッ ク ２ １ ０ ｃ ］

　 第 ３ の 分 割 基 礎 ブ ロ ッ ク ２ １ ０ ｃ も 、 横 幅 ａ が 第 １ の 分 割 基 礎 ブ ロ ッ ク ２ １ ０ ａ の 横 幅

ａ と ほ ぼ 等 し い 矩 形 状 の も の で あ り 、 平 坦 な 底 面 部 １ １ ｃ と 、 該 底 面 部 １ １ ｃ に 対 し て 、

第 １ の 分 割 基 礎 ブ ロ ッ ク ２ １ ０ ａ の 傾 斜 上 面 部 １ ２ が 底 面 部 １ １ と な す 角 度 α と 同 じ 角 度

で 傾 斜 す る 平 坦 な 傾 斜 上 面 部 １ ２ ｃ と を 備 え る 。 ま た 、 傾 斜 下 端 側 面 で あ る 前 面 ３ ５ と 傾

斜 上 端 側 面 で あ る 後 面 ３ ６ と を 備 え る 。 第 ３ の 分 割 基 礎 ブ ロ ッ ク ２ １ ０ ｃ の 傾 斜 方 向 の 長

さ は 、 一 例 と し て ほ ぼ １ ０ ０ ｃ ｍ 程 度 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 そ し て 、 第 ３ の 分 割 基 礎 ブ ロ ッ ク ２ １ ０ ｃ の 前 記 前 面 ３ ５ を 前 記 第 ２ の 分 割 基 礎 ブ ロ ッ

ク ２ １ ０ ｂ の 後 面 ２ ５ に 当 接 さ せ た 姿 勢 と し た と き に 、 第 ２ の 分 割 基 礎 ブ ロ ッ ク ２ １ ０ ｂ

の 傾 斜 上 面 部 １ ２ ｂ と 第 ３ の 分 割 基 礎 ブ ロ ッ ク ２ １ ０ ｃ の 傾 斜 上 面 部 １ ２ ｃ と が 、 段 差 の

な い 連 続 し た 傾 斜 面 を 形 成 で き る よ う に 、 前 記 前 面 ３ ５ の 底 面 部 １ １ ｃ か ら の 高 さ が 設 定

さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 前 記 傾 斜 上 面 部 １ ２ ｃ の 傾 斜 下 端 側 に は 、 傾 斜 上 面 部 １ ２ ｃ 側 か ら 底 面 部 １ １ ｃ 側 に 向

け て 凹 陥 す る 切 欠 き 凸 部 ３ ７ が 形 成 さ れ て お り 、 該 切 欠 き 凸 部 ３ ７ の 深 さ と 奥 行 き は 、 第

２ の 分 割 基 礎 ブ ロ ッ ク ２ １ ０ ｂ に 形 成 し た 前 記 切 欠 き 凹 部 ３ ０ と ほ ぼ 等 し い 。 ま た 、 該 該

切 欠 き 凸 部 ３ ７ の 底 面 部 に は 、 底 面 部 １ １ ｃ 側 に 向 け て 凹 陥 す る 適 数 個 （ 図 示 の も の で は

２ 個 ） の Ｔ 字 型 係 止 用 凹 溝 ３ ８ が 一 体 成 形 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 各 Ｔ 字 型 係 止 用 凹 溝 ３ ８ は 、 一 方 端 を 第 ３ の 分 割 基 礎 ブ ロ ッ ク ２ １ ０ ｃ の 前 記 前 面 ３ ５

に 開 放 し た 傾 斜 方 向 に 延 び る 縦 凹 溝 ３ ９ と 、 該 縦 凹 溝 ３ ９ の 他 端 側 に 形 成 さ れ 前 記 縦 凹 溝

３ ９ と 直 交 す る 方 向 の 横 凹 溝 ４ ０ と で 構 成 さ れ て い る 。 前 記 各 Ｔ 字 型 係 止 用 凹 溝 ３ ８ と 第

２ の 分 割 基 礎 ブ ロ ッ ク ２ １ ０ ｂ に 形 成 し た Ｔ 字 型 係 止 用 突 起 ３ １ は ほ ぼ 同 じ 形 状 と さ れ て

い る 。 ま た 、 第 ３ の 分 割 基 礎 ブ ロ ッ ク ２ １ ０ ｃ の 前 記 前 面 ３ ５ に 形 成 し た 切 欠 き 凸 部 ３ ７

の 上 に 、 第 ２ の 分 割 基 礎 ブ ロ ッ ク ２ １ ０ ｂ の 前 記 後 面 ２ ５ に 形 成 し た 切 欠 き 凹 部 ３ ０ を 重

ね 合 し た と き に 、 前 記 各 Ｔ 字 型 係 止 用 凹 溝 ３ ８ の 中 に 第 ２ の 分 割 基 礎 ブ ロ ッ ク ２ １ ０ ｂ に

形 成 し た 各 Ｔ 字 型 係 止 用 突 起 ３ １ が 入 り 込 む こ と の で き る 位 置 に 、 各 Ｔ 字 型 係 止 用 突 起 ３

１ お よ び 各 Ｔ 字 型 係 止 用 凹 溝 ３ ８ の 位 置 が 設 定 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 第 ３ の 分 割 基 礎 ブ ロ ッ ク ２ １ ０ ｃ の 前 記 後 面 ３ ６ は 、 底 面 部 １ １ ｃ に 垂 直 な 平 坦 面 と さ

れ て い る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 第 ３ の 分 割 基 礎 ブ ロ ッ ク ２ １ ０ ｃ の 傾 斜 上 面 部 １ ２ ｃ に は 、 第 ２ の 分 割 基 礎 ブ ロ ッ ク ２

１ ０ ｂ の 後 面 ２ ５ に 、 第 ３ の 分 割 基 礎 ブ ロ ッ ク ２ １ ０ ｃ の 前 面 ３ ５ を 対 向 さ せ た 姿 勢 と し

た と き に 、 第 ２ の 分 割 基 礎 ブ ロ ッ ク ２ １ ０ ｂ の 傾 斜 上 面 部 １ ２ ｂ 形 成 し た 各 凹 陥 溝 １ ６ ｂ

と 傾 斜 方 向 に お い て 連 続 す る 位 置 に 、 前 記 凹 陥 溝 １ ６ ｂ と 同 じ 横 断 面 形 状 の 第 ３ の 凹 陥 溝

１ ６ ｃ が 形 成 さ れ て い る 。 第 ３ の 分 割 基 礎 ブ ロ ッ ク ２ １ ０ ｃ の 横 幅 ａ 方 向 の 両 側 面 は 底 面

部 １ １ ｃ に 垂 直 な 側 面 ４ １ と な っ て お り 、 該 側 面 に も 、 人 の 手 が 入 り 込 む 程 度 の 大 き さ の

切 り 欠 き １ ７ が 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

［ 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 路 面 段 差 解 消 材 を 構 成 す る 荷 重 分 散 材 ２ ２ ０ ］

　 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 路 面 段 差 解 消 材 ２ ０ ０ を 構 成 す る 荷 重 分 散 材 ２ ２ ０ は 、 図 １ ０ に 示
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す よ う に 、 前 記 し た 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ の 分 割 基 礎 ブ ロ ッ ク ２ １ ０ ａ 、 ２ １ ０ ｂ 、 ２ １ ０ ｃ

に そ れ ぞ れ 対 応 す る 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ の 荷 重 分 散 材 ２ ａ 、 ２ ｂ 、 ２ ｃ と で 構 成 さ れ る 。 そ

し て 、 各 荷 重 分 散 材 ２ ａ 、 ２ ｂ 、 ２ ｃ は 、 表 面 材 ３ ａ 、 ３ ｂ 、 ３ ｃ と 該 各 表 面 材 の 裏 面 に

固 定 さ れ る 補 強 部 材 ４ ａ 、 ４ ｂ 、 ４ ｃ と で 構 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

［ 第 １ の 荷 重 分 散 材 ２ ａ ］

　 こ の 例 に お い て 、 第 １ の 荷 重 分 散 材 ２ ａ は 、 図 ４ に 基 づ き 説 明 し た 荷 重 分 散 材 ２ と 同 じ

も の で あ り 、 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。 第 １ の 荷 重 分 散 材 ２ ａ で の 表 面 材 ３ ａ お よ び 該 表 面

材 ３ ａ の 裏 面 に 固 定 さ れ る 補 強 部 材 ４ ａ は 、 図 ４ に 基 づ き 説 明 し た 荷 重 分 散 材 ２ で の 表 面

材 ３ と 補 強 部 材 ４ に そ れ ぞ れ 相 当 す る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

［ 第 ２ の 荷 重 分 散 材 ２ ｂ お よ び 第 ３ の 荷 重 分 散 材 ２ ｃ ］

　 第 ２ の 荷 重 分 散 材 ２ ｂ お よ び 第 ３ の 荷 重 分 散 材 ２ は 、 前 記 第 ２ お よ び 第 ３ の 分 割 基 礎 ブ

ロ ッ ク ２ １ ０ ｂ 、 ２ １ ０ ｃ の 上 に 載 置 さ れ る も の で あ り 、 第 １ の 荷 重 分 散 材 ２ ａ と 同 様 に

、 表 面 材 ３ ｂ 、 ３ ｃ と 該 表 面 材 ３ ｂ 、 ３ ｃ の 裏 面 に 固 定 さ れ る 補 強 部 材 ４ ｂ 、 ４ ｃ と で 、

そ れ ぞ れ 構 成 さ れ る 。 表 面 材 ３ ｂ 、 ３ ｃ は 矩 形 状 の 平 板 で あ り 、 そ の 横 幅 ａ １ 、 ａ ２ は 、

基 礎 ブ ロ ッ ク ２ １ ０ ｂ 、 ２ １ ０ ｃ の 横 幅 に ほ ぼ 等 し い 。 ま た 、 表 面 材 ３ ｂ 、 ３ ｃ の 傾 斜 方

向 の 長 さ ｂ １ 、 ｂ ２ は 、 前 記 基 礎 ブ ロ ッ ク ２ １ ０ ｂ 、 ２ １ ０ ｃ に お け る 傾 斜 上 面 部 １ ２ ｂ

、 １ ２ ｃ の 傾 斜 方 向 の 長 さ と ほ ぼ 等 し い 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 各 表 面 材 ３ ｂ 、 ３ ｃ の 表 面 は 、 平 坦 面 で あ っ て も よ く 、 通 過 す る 車 両 が ス リ ッ プ す る の

を 防 止 す る た め に 、 エ ン ボ ス や 横 桟 等 に よ っ て 凹 凸 面 と さ れ て い て も よ い 。 ス リ ッ プ 防 止

用 の 塗 装 に よ り 表 面 仕 上 げ を 行 っ て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 各 表 面 材 ３ ｂ 、 ３ ｃ の 裏 面 に は 、 前 記 し た 荷 重 分 散 材 ２ の 場 合 と

同 様 に 、 所 定 の 位 置 に 、 補 強 部 材 ４ ｂ 、 ４ ｃ が 一 体 に 固 定 さ れ て い る 。 補 強 部 材 ４ ｂ 、 ４

ｃ は 、 基 礎 ブ ロ ッ ク ２ １ ０ ｂ 、 ２ １ ０ ｃ の 前 記 凹 陥 溝 １ ６ ｂ 、 １ ６ ｃ 内 に 埋 設 さ れ る 棒 状

の 部 材 で あ り 、 そ の 横 断 面 の 形 状 は 前 記 凹 陥 溝 １ ６ ｂ 、 １ ６ ｃ の 横 断 面 と ほ ぼ 等 し く 、 ま

た 、 長 さ は 、 前 記 凹 陥 溝 １ ６ ｂ 、 １ ６ ｃ の 長 さ に ほ ぼ 等 し い 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

［ 第 ２ の 実 施 の 形 態 で あ る 路 面 段 差 解 消 材 ２ ０ ０ の 形 成 ］

　 第 １ の 実 施 の 形 態 で あ る 路 面 段 差 解 消 材 １ ０ ０ と 同 様 に 、 製 造 工 場 に お い て 、 あ る い は

路 面 段 差 が 生 じ て い る 現 場 に お い て 、 そ れ ぞ れ の 基 礎 ブ ロ ッ ク の 傾 斜 上 面 部 に 対 応 す る 荷

重 分 散 材 を 固 定 す る こ と で 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 ３ つ の 分 割 路 面 段 差 解 消 材 ２ ０ ０ ａ 、

２ ０ ０ ｂ 、 ２ ０ ０ ｃ と さ れ る 。 図 １ １ に お い て 、 左 側 の 分 割 路 面 段 差 解 消 材 ２ ０ ０ ａ は 、

前 記 し た 第 １ の 分 割 基 礎 ブ ロ ッ ク ２ １ ０ ａ の 上 に 第 １ の 荷 重 分 散 材 ２ ａ を 積 層 固 定 し た も

の で あ り 、 必 須 で は な い が 、 図 示 の 例 で は 、 分 割 路 面 段 差 解 消 材 ２ ０ ０ ａ は 前 記 し た 先 端

部 保 護 部 材 ５ を 装 着 し て い る 。 中 央 の 分 割 路 面 段 差 解 消 材 ２ ０ ０ ｂ は 、 第 ２ の 分 割 基 礎 ブ

ロ ッ ク ２ １ ０ ｂ の 上 に 第 ２ の 荷 重 分 散 材 ２ ｂ を 積 層 固 定 し た も の で あ り 、 右 側 の 分 割 路 面

段 差 解 消 材 ２ ０ ０ ｃ は 、 第 ３ の 分 割 基 礎 ブ ロ ッ ク ２ １ ０ ｃ の 上 に 第 ３ の 荷 重 分 散 材 ２ ｃ を

積 層 固 定 し た も の で あ る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

［ 第 ２ の 実 施 の 形 態 で あ る 路 面 段 差 解 消 材 ２ ０ ０ を 用 い て の 路 面 段 差 の 解 消 ］

　 路 面 段 差 の 解 消 に 当 た っ て は 、 上 記 の よ う に し て 形 成 さ れ た ３ つ の 分 割 路 面 段 差 解 消 材

２ ０ ０ ａ 、 ２ ０ ０ ｂ 、 ２ ０ ０ ｃ を 、 作 業 者 に よ っ て 、 路 面 段 差 を 解 消 す べ き 場 所 に 搬 入 す

る 。 こ こ で も 、 搬 入 に 際 し て 、 各 基 礎 ブ ロ ッ ク の 側 面 に 形 成 し た 切 り 欠 き １ ７ に 手 を 差 し

込 む こ と で 、 運 搬 作 業 は 容 易 と な る 。 ま た 、 各 分 割 路 面 段 差 解 消 材 ２ ０ ０ ａ 、 ２ ０ ０ ｂ 、

２ ０ ０ ｃ の 重 さ を ２ ０ ～ ４ ０ ｋ ｇ 程 度 と し て お く こ と で 、 ２ 人 の 作 業 者 に よ っ て 、 容 易 に

各 分 割 路 面 段 差 解 消 材 を 現 場 に 搬 入 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

10

20

30

40

50



(11) JP  6830010  B2  2021.2.17

　 施 工 現 場 に お い て 、 最 初 に 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 最 も 高 位 部 を な す 分 割 路 面 段 差 解 消

材 ２ ０ ０ ｃ を 、 そ の 後 面 ３ ６ が 段 差 部 に 接 す る よ う に し て 、 補 修 す べ き 段 差 部 に 配 置 す る

。 次 に 、 中 位 部 の 分 割 路 面 段 差 解 消 材 ２ ０ ０ ｂ を 、 分 割 路 面 段 差 解 消 材 ２ ０ ０ ｃ の 前 面 ３

５ 側 に 形 成 し た 切 欠 き 凸 部 ３ ７ の 上 面 に 、 分 割 路 面 段 差 解 消 材 ２ ０ ０ ｂ の 後 面 ２ ５ に 形 成

し た 切 欠 き 凹 部 ３ ０ の 天 面 が 当 接 す る よ う に 配 置 す る 。 そ れ に よ り 、 分 割 路 面 段 差 解 消 材

２ ０ ０ ｃ の 切 欠 き 凸 部 ３ ７ に 形 成 さ れ た Ｔ 字 型 係 止 用 凹 溝 ３ ８ 内 に 、 分 割 路 面 段 差 解 消 材

２ ０ ０ ｂ の 切 欠 き 凹 部 ３ ０ に 形 成 し た Ｔ 字 型 係 止 用 突 起 ３ １ が 嵌 入 し た 姿 勢 で 、 ２ つ の 分

割 路 面 段 差 解 消 材 ２ ０ ０ ｃ と 分 割 路 面 段 差 解 消 材 ２ ０ ０ ｂ と は 、 連 結 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 次 に 、 上 記 の よ う に し て 固 定 さ れ た 分 割 路 面 段 差 解 消 材 ２ ０ ０ ｂ の 前 面 ２ ４ 側 に 、 低 位

部 の 分 割 路 面 段 差 解 消 材 ２ ０ ０ ａ を 連 結 固 定 す る 。 こ の 際 に も 、 分 割 路 面 段 差 解 消 材 ２ ０

０ ｂ の 前 面 ２ ４ 側 に 形 成 し た 切 欠 き 凸 部 ２ ６ の 上 面 に 、 分 割 路 面 段 差 解 消 材 ２ ０ ０ ａ の 後

面 １ ４ ａ に 形 成 し た 切 欠 き 凹 部 ２ ０ の 天 面 が 当 接 す る よ う に 配 置 す る 。 そ れ に よ り 、 分 割

路 面 段 差 解 消 材 ２ ０ ０ ｂ の 切 欠 き 凸 部 ２ ６ に 形 成 さ れ た Ｔ 字 型 係 止 用 凹 溝 ２ ７ 内 に 、 分 割

路 面 段 差 解 消 材 ２ ０ ０ ａ の 切 欠 き 凹 部 ２ ０ に 形 成 し た Ｔ 字 型 係 止 用 突 起 ２ １ が 嵌 入 し た 姿

勢 で 、 ２ つ の 分 割 路 面 段 差 解 消 材 ２ ０ ０ ｂ と 分 割 路 面 段 差 解 消 材 ２ ０ ０ ａ と は 、 連 結 さ れ

る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 上 記 の よ う に 、 分 割 路 面 段 差 解 消 材 ２ ０ ０ ｃ ま た は 分 割 路 面 段 差 解 消 材 ２ ０ ０ ｂ の 前 端

部 に 形 成 し た 切 欠 き 凸 部 ３ ７ ま た は 切 欠 き 凸 部 ２ ６ に 対 し て 、 分 割 路 面 段 差 解 消 材 ２ ０ ０

分 割 路 面 段 差 解 消 材 ２ ０ ０ ｂ の 後 端 部 に 形 成 し た 切 欠 き 凹 部 ３ ０ ま た は 分 割 路 面 段 差 解 消

材 ２ ０ ０ ａ の 後 端 部 に 形 成 し た 切 欠 き 凹 部 ２ ０ が 乗 る よ う に 設 置 す る 構 成 と す る こ と で 、

設 置 が 容 易 で あ る と と も に 、 上 に 乗 る 分 割 路 面 段 差 解 消 材 の 自 重 に よ り 、 Ｔ 字 型 係 止 用 突

起 と Ｔ 字 型 係 止 用 凹 溝 と の 係 合 が 振 動 等 に よ っ て 分 離 す る の を 阻 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 図 １ ２ は 、 そ の よ う に し て ３ つ の 分 割 路 面 段 差 解 消 材 ２ ０ ０ ａ 、 ２ ０ ０ ｂ 、 ２ ０ ０ ｃ が

連 結 さ れ て 形 成 さ れ た 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 路 面 段 差 解 消 材 ２ ０ ０ の 上 面 図 と 側 面 図 を 示 し

て い る 。 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 １ 個 の 分 割 路 面 段 差 解 消 材 ２ ０ ０ ａ の み で は 段 差 を 解 消 す

る こ と が で き な い 大 き さ の 路 面 段 差 が 生 じ て い る 場 合 で あ っ て も 、 さ ら に 分 割 路 面 段 差 解

消 材 ２ ０ ０ ｂ を 、 さ ら に ２ ０ ０ ｃ を 連 結 す る こ と で 、 よ り 高 い 段 差 、 例 え ば 、 ２ ０ ｃ ｍ 、

３ ０ ｃ ｍ の 段 差 で あ っ て も 、 そ の 低 位 部 と 高 位 部 と を 連 続 し た 斜 面 で 接 続 す る こ と が 可 能

と な る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 ま た 、 連 続 す る 各 分 割 路 面 段 差 解 消 材 ２ ０ ０ ａ 、 ２ ０ ０ ｂ 、 ２ ０ ０ ｃ は 、 Ｔ 字 型 係 止 用

凹 溝 に Ｔ 字 型 係 止 用 突 起 が 嵌 入 す る こ と で 、 確 実 に 連 結 さ れ て お り 、 傾 斜 面 を 車 両 が 通 過

す る こ と で 各 分 割 路 面 段 差 解 消 材 ２ ０ ０ ａ 、 ２ ０ ０ ｂ 、 ２ ０ ０ ｃ に 生 じ る 傾 斜 面 方 向 お よ

び 横 幅 方 向 の 引 張 力 に よ っ て 、 分 離 し て し ま う こ と も 、 確 実 に 阻 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 な お 、 上 記 し た Ｔ 字 型 係 止 用 凹 溝 と Ｔ 字 型 係 止 用 突 起 と の 係 合 に よ る 各 分 割 路 面 段 差 解

消 材 の 連 結 機 構 は 、 一 つ の 例 示 で あ っ て 、 引 張 力 に よ っ て 分 離 さ れ な い よ う な 連 結 機 構 で

あ れ ば 、 こ れ に 限 ら ず 、 任 意 の 連 結 機 構 を 用 い る こ と が で き る 。 例 え ば 、 任 意 の 形 状 の 突

起 と 該 突 起 を 収 容 で き る 形 状 の 凹 陥 部 の 組 み 合 わ せ に よ る 連 結 機 構 で あ っ て も よ い 。 各 分

割 路 面 段 差 解 消 材 ２ ０ ０ ａ 、 ２ ０ ０ ｂ 、 ２ ０ ０ ｃ に 一 体 に 形 成 さ れ た 適 宜 の 手 段 に よ る 連

結 機 構 で あ っ て も よ く 、 外 的 手 段 に よ る 連 結 機 構 で あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 ま た 、 上 記 の 実 施 の 形 態 で は 、 荷 重 分 散 材 ２ （ ２ ２ ０ ） は 、 表 面 材 ３ （ ３ ａ 、 ３ ｂ 、 ３

ｃ ） と 、 該 表 面 材 の 裏 面 に 固 定 さ れ た 補 強 部 材 ４ （ ４ ａ 、 ４ ｂ 、 ４ ｃ ） と か ら 構 成 さ れ て

お り 、 表 面 材 は 平 板 で あ る が 、 こ れ に 代 え て 、 表 面 材 は 、 モ ル タ ル 、 樹 脂 、 繊 維 強 化 樹 脂

等 を 塗 布 す る こ と で 形 成 さ れ る も の で あ っ て も よ い 。 樹 脂 と し て は 、 ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 、

ポ リ ウ レ ア 樹 脂 等 を 例 と し て 挙 げ る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ６ ５ 】

　 こ の 場 合 、 路 面 段 差 解 消 材 １ ０ ０ を 形 成 す る に は 、 前 記 基 礎 ブ ロ ッ ク の 凹 陥 溝 内 に 補 強

部 材 を 例 え ば 接 着 剤 を 用 い て 固 着 し 、 そ の 後 で 、 補 強 部 材 を 固 着 し た 基 礎 ブ ロ ッ ク の 傾 斜

上 面 部 の 全 面 に 前 記 し た モ ル タ ル 、 樹 脂 、 繊 維 強 化 樹 脂 等 を 適 切 な 厚 さ に 塗 布 す る こ と で

、 表 面 材 を 形 成 す る 。 こ の こ と は 、 前 記 し た 分 割 路 面 段 差 解 消 材 ２ ０ ０ ａ 、 ２ ０ ０ ｂ 、 ２

０ ０ ｃ を 形 成 す る 場 合 も 同 様 で あ る 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 ま た 、 連 続 す る 分 割 路 面 段 差 解 消 材 の 数 も 任 意 で あ り 、 現 場 の 状 況 に 応 じ て 、 ２ 個 あ る

い は ４ 個 以 上 に 分 割 さ れ た 分 割 路 面 段 差 解 消 材 を 連 結 し て １ つ の 路 面 段 差 解 消 材 と す る こ

と も で き る 。 い ず れ に お い て も 、 連 結 後 に お い て 、 各 分 割 路 面 段 差 解 消 材 の 傾 斜 上 面 部 が

段 差 の な い 連 続 し た 傾 斜 面 を 構 成 す る こ と は 必 要 で あ る 。 特 に 図 示 し な い が 、 各 分 割 路 面

段 差 解 消 材 で の 傾 斜 上 面 部 の 底 面 部 と の な す 傾 斜 角 度 は 、 同 じ で あ る こ と が 望 ま し い が 、

実 質 的 な 傾 斜 面 の 連 続 性 を 確 保 で き る こ と を 条 件 に 、 異 な る 傾 斜 角 度 で あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 い ず れ に お い て も 、 図 １ （ ｃ ） に 示 し た よ う に 、 さ ら に 土 の う ５ ０ や ゴ ム マ ッ ト ６ ０ を

併 用 し て 、 路 面 段 差 の 解 消 を 行 う よ う に し て も よ い 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ６ ８ 】

１ ０ ０ 、 １ ０ ０ ａ … 第 １ の 実 施 の 形 態 の 路 面 段 差 解 消 材 、

１ … 発 泡 樹 脂 製 の 基 礎 ブ ロ ッ ク 、

１ １ … 底 面 部 、

１ ２ … 傾 斜 上 面 部 、

１ ３ … 側 面 、

１ ４ … 後 面 、

１ ６ … 凹 陥 溝 、

１ ７ … 切 り 欠 き

ｓ １ … 基 礎 ブ ロ ッ ク 先 端 の 空 間 部 、

２ … 荷 重 分 散 材 、

３ … 表 面 材 、

３ １ … 表 面 材 の 後 端 縁 、

３ ２ … 打 ち 込 み 釘 、

５ … 先 端 部 保 護 部 材 、

Ｓ １ ０ … 路 面 段 差 解 消 材 の 先 端 部 の 空 間

４ … 補 強 部 材 、

５ ０ … 土 の う 、

６ ０ … ゴ ム マ ッ ト 、

２ ０ ０ （ ２ ０ ０ ａ 、 ２ ０ ０ ｂ 、 ２ ０ ０ ｃ ） … 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 路 面 段 差 解 消 材 、

２ １ ０ （ ２ １ ０ ａ 、 ２ １ ０ ｂ 、 ２ １ ０ ｃ ） … 発 泡 樹 脂 製 の 基 礎 ブ ロ ッ ク 、

２ ２ ０ （ ２ ａ 、 ２ ｂ 、 ２ ｃ ） … 荷 重 分 散 材 、

３ ａ 、 ３ ｂ 、 ３ ｃ … 表 面 材 、

４ ａ 、 ４ ｂ 、 ４ ｃ … 補 強 部 材

１ ６ ｂ 、 １ ６ ｃ … 凹 陥 溝

２ １ 、 ３ １ … Ｔ 字 型 係 止 用 突 起 、

２ ７ 、 ３ ８ … Ｔ 字 型 係 止 用 凹 溝 。
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